
活動計画書 

 提出年月日 年   月   日  

活動名 〇〇〇〇事業 

団体名 特定非営利活動法人〇〇〇〇会 

代表者 〇〇 〇〇 連絡責任者 
代表者と異なる場合のみ記載 

 

設立年月 〇〇〇〇年〇月 構成員数 〇人 

連絡先 
電話番号、メールアドレスを記載 

 

 

（1）子どもや高齢者のための地域づくり活動支援事業 

（2）まちづくり活動支援事業 

活動期間 令和〇年 〇月 〇日 ～  令和〇年 〇月 〇日 

活動を実施す

る理由と目標 

地域の現状、課題は何でしょうか。活動の実施によって、地域がどのようになることを考えて

いるか記載してください。 

 

郡山市では〇〇の状況にあり、〇〇が課題となっている。そこで、〇〇体験プログラ

ムを開発し、〇〇体験会を通して、〇〇の課題を解消し、〇〇とすることを目標とす

る。 

活動内容 

誰を対象に、いつ、どこで、どんな内容の活動を、どの様な方法で行うのかなど、具体的に記

載してください。 

 

年間〇回、〇〇で、〇〇を対象に、〇〇の体験会を開催する。なお、実施にあたって

は、〇〇や〇〇によりボランティアを募り、ボランティア参加者の〇〇の向上を図る。 

 



活動計画 

４月  

５月 ○○○の作成準備 

６月 ○○○の作成 

７月 ○○○の検討 

８月 ○○○の企画、準備 

９月 ○○○の準備 

10月 ○○○の開催 

11月 ○○○の報告会 

12月 実績報告書の作成 

１月 総会の開催 

２月 実績報告書の提出 

３月  

活動費 

(前年度もこの補

助金を受けている

場合は、左欄は実

績額、右欄は当年

度予算額を記載し

てください。) 

補助金を要望する年度 〇年度 〇年度 

活動費 （千円）（ａ） 〇〇〇 〇〇〇 

 

財 

源 

内 

訳 

自己 

財源 

(ｂ) 

会費 〇〇 〇〇 

参加費 〇〇 〇〇 

   

補助金（ｃ） 〇〇 〇〇 

 補助金依存率（ｃ／ａ） 〇〇％ 〇〇％  

この補助金を要望す

る予定のない年度は

記入不要 



１ 年度ごとの事業計画 

補助金を要望して実

施する年度の事業計

画 

〇年度 

地域の〇〇と連携し、〇〇を対象に、〇〇の体験会を〇回程度実施

する。実施後、内容の評価、改善の検討を行う。 

〇年度 

地域の〇〇と連携し、〇〇を対象に、〇〇の体験会を〇回程度実施

する。実施後、内容の評価、改善の検討を行う。 

実施にあたって、〇〇や〇〇により周知を図り、参加者を拡大する。 

実施した結果や参加者アンケートをもとに、さらに効果的な内容と

するため、〇〇の協力を得てプログラムの改善を行う。 

補助金終了年度以降

の活動計画 

補助金終了年度以降、どのような活動を予定し、そのためにどのように資金を確保しま

すか。 

プログラムの改善を図り、実施する地域を拡大する。また、実施回数もこれまでの〇回

から〇回まで増やしていく。 

開催地域や実施回数の増に対応するため、〇〇や〇〇による情報発信に努める。 

また、地元企業への事業ＰＲによる協賛金の確保や〇〇からの寄付を募る。 

 

２ 活動の効果等 

(1)まちづくりへの

効果 

活動の実施により、まちづくりにどのような効果があると考えていますか。 

参加者は、〇〇を学ぶことができ、〇〇の課題解消につながる。 

また、ボランティア参加者にとっては、〇〇が期待できる。 

さらに、〇〇地域にとっては、〇〇との新たな交流が生まれ、地域経済の活性化が期待

できる。 

(2)前年度に行った

活動の効果と課題 

（初めて行う活動の場合は記載不要） 

参加者の満足度は高かったが、参加者数は想定していたよりも少なかった。 

ボランティア参加者のアンケート結果では、〇〇との意見もあり、〇〇は評価

できるものの、〇〇については改善を図る必要がある。 

(3)前年度より発展

的な部分 

前年度より発展している点を記載してください。 

今年度は新たに〇〇や〇〇との連携を図り、プログラムの充実を図る。 

さらに、実施回数を〇回に増やし、実施場所をこれまでの〇箇所に加え、〇箇

所で実施することで、参加者数の増加を図る。 

(4)継続した活動の

ための取り組み 

補助金終了年度以降も活動を継続するために、今年度取り組む予定のことを記載して

ください。 

継続して資金を確保するため、〇〇作成や〇〇により事業の周知を図る。 

また、地元企業に対しても積極的にＰＲし、事業の理念やメリットを理解して

いただき、協賛金などを継続して受けられる関係づくりをする。 

さらに、地域の〇〇や〇〇活動に参加し、ネットワークを広げることに努める。 

 


